
１．はじめに

２０１３年７月に，訪日し短期滞在（１５日以内）するタイ人とマレーシア人への

観光ビザ取得が免除される措置がとられた。新成長戦略の柱の１つとして「観

光立国」を掲げる日本政府は，経済成長を続けるアジア圏の中でも，特に近年，

中間層の所得が急速に増加し，成長を続けるタイとマレーシアからの観光客に

増やしたいという狙いがあっての措置とされる。タイ人の訪日観光客数を他の

アジア主要国からの観光客数と比較してみると，２０１２年時点では年間約２６万人

と，韓国（約１５７万人），台湾（約１３３万人）など比べると，決して多いとは言

えなかった。韓国，台湾からの観光客数はさらに増加傾向にあるが，他方，中

国からの観光客数は尖閣諸島領有権問題などの影響を受け，減少傾向にある。

しかしながら，２０１３年以降のタイからの観光客が大きく増加し，ビザの免除措

置がとられてからは，４５万人（２０１３年），６５．８万人（２０１４年），７７．７万人（２０１５

年）と，年々着実に急増している。

このほかにも，訪日タイ人観光客急増の理由としては，もともと親日国であ

る上に，バンコクを中心としてタイ国内にさまざまな日本文化があふれている

こと，日本関係のイベントが頻繁に開催されていること，日本・タイの航空便

の増便など，様々な理由が考えられる。中でも「一生行くことがないであろう
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県全国１位」（マイナビフレッシャーズ）の佐賀県へのタイ人観光客の急増ぶ

りは，全国平均の増加率をはるかにしのいでおり，３００人（２０１３年），１４８０人

（２０１４年），５１８０人（２０１５年）と急増している。

では，なぜ今，「はなわさんの歌以外に思いつくものがない」（男性２３歳），

「アクセスが悪いので，旅行先として選びにくい」（女性２６歳），「九州地方に

行くとしたら，他の県が優先になる」（男性３５歳）などと評される佐賀県2)にタ

イ人観光客が急増しているのだろうか？本稿では，そうした訪日タイ人の増加

を，ミクロな視点から九州の佐賀県に絞って考察し，佐賀を訪れるタイ人観光

客が急増した理由として，タイ映画・ドラマというコンテンツの広告効果につ

いて検討することを目的としている。まず初めに，近年におけるコンテンツ

ツーリズムとフィルムツーリズムの概況を述べる。次に，日本とタイの交流史

について触れ，現代の日タイ関係と映画『クーカム』とその中でタイ人人気俳

優が演じる日本兵コボリのタイ人への影響を述べる。その上で，近年公開され

た幾つかのタイ映画・ドラマを取り上げ，その宣伝・広告効果と訪日タイ人観

光客の観光行動との関係についての考察を行うものとする。

２．コンテンツツーリズムあるいはフィルムツーリズム

「コンテンツツーリズム」とは，コンテンツの舞台である土地を訪れる観

光行動の総称である3)。ここでいうコンテンツには，文学，映画，テレビドラ

マ，漫画，アニメなどが含まれる。中でも映画のロケ地を訪ねる観光の一形態

は「フィルムツーリズム」（film induced tourism）と呼ばれる。例えば，映画

「ローマの休日」に登場する名場面の舞台となった場所は，ローマ市内観光で

は不可欠の観光スポットとなっており，国内においても，尾道や富良野といっ

た映画やテレビ番組の舞台となった地域は多くの観光客を集めている。観光地

化や地域活性化を視野に入れた自治体のロケ地誘致や，映画の撮影地を名所と

して残すといった動きも見られている。フィルムツーリズムの１つの変形とし

て，アニメの舞台となった地を目的とした「聖地巡礼」という観光様式も注目
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されている4)。

大衆映画の流行やテレビの普及をきっかけとして，映像作品のロケ地を訪れ

る観光が行われるようになり，２０世紀以降の日本ではメジャーな観光形態と

なっている。２０００年には大阪市に日本初のフィルムコミッションが設立され

た5)。これ以降，国内各地で映画やテレビドラマ，テレビＣＭのロケ地誘致が

盛んとなった。２０００年代半ば以降，漫画やアニメの舞台と比定されるモデル地

を宗教上の聖地になぞらえた「聖地巡礼」が流行し，メディアにも取り上げら

れるようになった6)

２００５年に国土交通省総合政策局，経済産業省商務情報政策局，文化庁文化部

から出された「映像等コンテンツの制作・活用による地域振興のあり方に関す

る調査」では，「コンテンツツーリズムの根幹は，地域に「コンテンツを通し

て醸成された地域固有の雰囲気・イメージ」としての「物語性」「テーマ性」

を付加し，その物語性を観光資源として活用することである」としている。コ

ンテンツツーリズムに関する成功事例として，上記の調査では，①『北の国か

ら』，②『Love Letter』，③『世界の中心で愛を叫ぶ』，④『冬のソナタ』，⑤『新

撰組！』，⑥「水木しげる記念館」などが挙げられている。①では舞台となっ

た富良野市に，最終回を迎えた２００２年度の観光客数が過去最高の２５０万人に達

した。②では１９９９年に韓国で公開され，大ヒットした後にロケ地の小樽市，函

館市にアジアからの観光客が増え，小樽市だけをみても２００１年には公開前の１０

倍以上の１万人を越える韓国人観光客を集めた。③では庵治町（現高松市）が

映画の大ヒットを受けてウェブサイトで「ロケ地ガイド」を掲載，ガイドマッ

プを作成，配布，東京からのバスツアーも実施され，知名度をアップした。

④はいわゆる「冬ソナ」ブームを作り，ロケ地訪問ツアーが，わが国の中高年

齢層を中心に人気を呼び，韓国への旅行客が急増したことは記憶に新しい。韓

国への日本人観光客は，２００４年４月から１０月までの７ヶ月間に１８万７１９２人に増

加し，これにともない韓国の観光収入も２９９．５億円増加した。「冬ソナ」ブーム

は日本国内での「冬ソナ」関連商品の販売増加，主演俳優のＣＭ効果による商

品の売り上げ拡大などを通じて，日本のマクロ経済にも好影響を与えたとされ
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る。⑤では NHKの大河ドラマ『新撰組！』の放映に伴い，２００４年内で１００万

人の観光客増加があり，総額約１７０億円の効果があったとされ，⑥では境港市

の「水木しげる記念館」及び妖怪のオブジェを８０体配置したテーマ型シンボル

ロードを整備し，記念館が開館した２００３年３月から１２月末までの市内の観光消

費額の増加分を１３．７億円と推計，また間接波及費効果の合計は２６．７億円に達し

たとしている7)。日本観光協会でも産業観光，エコツーリズム，フラワーツー

リズム等とともに，コンテンツツーリズムを新たな観光と位置付けている。そ

してロケ地，原作地に観光客が集まると，各自治体でも映像を地域の宣伝手段

と捉えてロケ地を誘致，映画公開後はロケ地を観光資源として幅広く情報伝達

することが効果的だと考えられている。

こうした「コンテンツツーリズム」あるいは「フィルムツーリズム」の効果

が，佐賀県への訪日タイ人に及ぼす影響について考察する前に，日本とタイの

交流の歩みとその流れの中で，タイ人による日本人男性像の形成に大きな影響

を与えてきた，映画『クーカム』について触れておきたい。

３．日タイ交流略史

日本が外交関係を結んだ東南アジアの国はタイが最初である。古くは室町時

代に，那覇の貿易港でタイのアユタヤーと交易をしていた時期にまでさかのぼ

ることができる。朝鮮の史書『高麗史』によると，１３８８年にタイ国王の命を奉

じたと称する暹羅船の乗組員８名が，１年間日本に滞在した後，高麗王に物産

を献上しようとした，という記事があり，このことは琉球の歴史書『歴代宝

案』にも見られるという8)

アユタヤー時代（１３５１～１７６７年）には，アユタヤーに日本人町が造られ，徳

川幕府とアユタヤーは献上品や書簡の交換を通した交流を行っていたが，幕府

の鎖国政策によって交流が中止された。しかしながら，鎖国時代にも，唐船に

混じって暹羅船が１６６１，６４，６６，７１，７２年には年間３隻，１６７７，７８，１６７９～

１７１０年には，ほぼ毎年，長崎に来航し，１７２３年に暹羅船来航終了まで続いたと
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いわれる。長崎には，１６４４年に森田長助という人物が暹羅通詞に就任し（『譯

司統譜』），以後，森田姓，泉屋姓，大寺姓の通事が１８５５年まで存続した。

その後，１７８２年に成立したチャクリ朝のラーマ５世（チュラーロンコーン大

王）の治世下で，明治期の日本との正式な交流が開始される。１８７５年，大鳥圭

介（工部省），川路寛堂（大蔵省）ら４人が，バンコクでチュラーロンコーン

大王に拝謁するなどして地ならしをした後，「日暹和親通商に関する宣」（１８８７

年）によって正式に国交か開かれることになる。１８８９年には「日本暹羅修好通

商条約」が結ばれ，政尾藤吉（タイ法典起草委員会），外山亀太郎（タイ農商

務省養蚕局技師長）などが派遣され，また，１９０４年には，安井てつが助手２人

とともにバンコクに赴任し，ラーチニー女学校（皇后女学校）を設立するなど，

タイの近代化に寄与することになった。

１９２４年に日暹修好通商条約改正され，１９２６年に「サイゴンーバンコク」航路

（大阪商船），１９２８年には「日本ーバンコク」定期航路（三井船舶）が開設さ

れ，「暹羅協会」（現日タイ協会）が設立され，１９３３年には「暹羅実業協和会」

（現バンコク日本人商工会議所）開設された。また，伊藤忠商事（１９３３），三

菱商事（１９３５），横浜正金銀行（１９３６）が進出し，１９３０年代後半のタイは，日

本にとって最大の輸出国となるなど，緊密な関係を築いていくことになる9)。

太平洋戦争中には，タイは日本の同盟国として連合国軍と対峙することになり，

タイには多くの日本兵が進駐することとなった。しかし，その一方で「自由タ

イ運動」10)によって連合国軍に与することもあり，遂行に貢献し，戦後，タイ

王国が主権を保つことができた重要な要素のひとつとなったといわれる。

４．『クーカム』―タイ人による日本人男性像の形成11)

タイ人による日本イメージ形成については，さまざまな要因がある。第１に，

日本企業によるイメージである。第２に，日本の文化関連商品（たとえば，芸

能人，ポピュラーカルチュア，日本食など）が形成するイメージである。中で

も，伝統的な日本人イメージ，特に日本人男性像の形成に関しては，映画やド
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ラマで何度も放映されてきた『クーカム』（ 運命の相手）によるところ

が大きい。

「クーカム」（日本語訳：運命の相手）は，１９５７年にタイの女流作家トムヤ

ンティによって書かれた小説で，日本では「メナムの残照」の名称で翻訳され

ており，第２次世界大戦における日本軍兵士と現地のタイ人女性の恋愛を描い

ている。若き日本軍将校の「コボリ」（小堀）と「自由タイ運動」との関係が

疑われているタイ政府高官の娘「アンスマリン」（「太陽」の意）が主人公のこ

の物語はフィクションだが，主人公コボリのモデルとなったタイ国駐屯軍司令

官・中村明人は実際に存在していた。トムヤンティの父は軍人で，中村のこと

を父から聞かされており，それを元に小説にしたとされる。小説をもとに１９７０

年に初めてドラマ化され，１９７２年，１９７８年，１９９０年，２００４年，２０１３年と６回に

わたって放送され，さらには，１９７３年，１９８８年，１９９５年，２０１３年と４回も映画

化もされている。ドラマ，映画のリメイクの回数を見てもそれだけタイ人に愛

されている作品であるということがわかるだろう。このドラマの主人公には毎

回，人気俳優やトップアイドルが起用されている。

先述したとおり，この作品が初めてドラマ化されたのは１９７０年で，２０１３年の

ドラマ・映画で９回目（１０回目）のリメイクとなる作品だが，「クーカム」が

社会現象を引き起こしたのは１９９０年で，タイの国民的スターであるトンチャ

イ・メーキンタイ（バード）が小堀に扮したときといわれる。ドラマの時間に

なると，バンコク名物のタイ渋滞がなくなり，町中から人が消えたと伝わるほ

ど，タイ国民がテレビの前にかじりついていたという。それ以降，スーパース

ターが小堀を演じるのが定番となり，タイ人が熱狂するオーディション番組

「The Star」で優勝し，若手人気ナンバー１のビー・ザ・スターが，また，２０１３

年４月公開の映画では，「バンコク都民の選ぶ好きな男優第１位」に選ばれた

ナデート・クギミヤ（ベリー）が小堀を演じた。ナデートは養父が日本人であ

り，その姓からも日本人将校をタイ人が演じる違和感が薄められている12)。こ

うしたスーパースターたちが演じるコボリは，タイを侵略しに来たと思ってい

ることから日本人に対してわがままとも言える態度をとるヒロインのアンスマ
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リンに嫌われても，一途にアプローチを続ける誠実さを持ち，規則をきちんと

守り，ルールや規則を破った人には非常に厳しい日本軍将校である。これは，

タイ人から見た日本人のイメージと重なり，タイ人が理想とする日本人男性が

表現されているといえる13)

５．映像メディアの広告効果―タイ人スーパースターと佐賀フィルムコ
ミッション

以上述べてきたように，戦争中における日本人とタイ人の恋愛をテーマにし

たタイの代表的に映画『クーカム』の中で，主人公の一人「コボリ」を演じた

タイのスーパースターたちによって，タイ人による日本人男性への好イメージ

が形成されてきた。そうした中，近年，佐賀フィルムコミッションが誘致した

タイ映画が連続してヒットし，これが佐賀を訪れるタイ人観光客の急増につな

がっている。その映画をいくつかについて概観してみよう。

（１）『きもの秘伝』（２０１５年）

約８割が日本を舞台に展開するこのドラマは『ゴン・キモノ（きもの秘伝）』

と題し，「伝説の未完成の着物」をめぐって２つの名家が対立する，「ロミオと

ジュリエット」と「七夕」をかけ合わせた現代版のラブ・ファンタジードラマ

である。名家の対立，主役が鶴の精霊を演じるファンタジーな要素など，タイ

人が好きなドラマ要素を取り入れながらも，日本の美しい景色や着物衣装がふ

んだんに織り込まれた内容になっている。２０１４年末から北海道，飛騨高山，白

川郷などがロケ地として検討されていたが，最終的に九州が選ばれた。「ビ

ジット九州」効果への期待を寄せる佐賀県は，いち早く協力に名乗りをあげ，

主人公が琴の演奏を披露するシーン（武雄），温泉の入浴シーン（嬉野），主人

公とヒロインの仲が深まるシーン（伊万里）など，全２４話のドラマ中に佐賀県

のシーンが多数登場する。そのほか，北九州では主演女優が幻想的な藤園の中

で着物を着て演技し，柳川では白無垢で川下りを行うシーンが撮影された。

メインキャストのほとんどが着物を身につけるシーンがあるため，タイに「正
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しい着物文化」を伝えるべく，国際交流基金の協力のもと，専門の着付け師な

どを派遣して撮影を行っている。また，ドラマ放送開始時（２０１５年１２月）に併

せて，バンコクでの着物ファッションショーや着付け教室などに向けての計画

もすすめられた。

放送はタイ地上波ゴールデンタイムで２４話，１２週間にわたって行われたが，

主演男優が『クーカム』でコボリを演じたバード・トンチャイ氏の１７年ぶりの

ドラマ主演ということもあり，注目の芸能ニュースとして各種テレビ・新聞メ

ディアに大きく取り上げられた。タイでは，人気ドラマの視聴率は３０％を超え，

社会への影響力が大きく，九州各地の風景や街頭で撮影されたシーンがドラマ

内に多数登場することで「ポスト北海道」の渡航先としての「Visit KYUSHU」

への効果が期待できるという14)

（２）『TIMELINE』（２０１４年）15)

佐賀県がロケ地になったタイ映画「タイムライン」も，佐賀県が撮影の舞台

となっており，唐津，呼子，大川内山，祐徳稲荷神社など様々な場所で撮影さ

れ，人気若手俳優のジェームス・ジラユとトゥーイ・ジャリンポーンの主演に

よってヒットすることになった16)。タイ北部でイチゴ農園を営むマットは女手

ひとつでひとり息子のテーンを育ててきた。テーンが農学校に進学して農園を

継いでくれることが亡夫と彼女の願いであった。しかし新しい世界に関心があ

るテーンは母を説得してバンコクの大学に進み，新入生歓迎会で活発で魅力的

なジューンと出会い，惹かれていく。女性主人公のジューンを演じるトゥー

イ・ジャリンポーンが，祐徳稲荷神社でお参りをし，呼子の朝市を散策したり，

唐津くんちを見学したりするなど，佐賀県の風景や行事が随所に盛り込まれた

シーンが，タイ人に受けているという17)。

鹿島市の祐徳稲荷神社では，多数のタイ語で書かれた絵馬も奉納され，英語，

中国語，韓国語などに混じって，タイ語のおみくじも販売されていることから，

タイ人観光客の多さを物語っている（写真１）（写真２）。地元商店街でも，タ

イ語の話し声が飛び交って大変なにぎわいになって，活気があるといわれ，タ
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写真１ タイ語で奉納された絵馬（佐賀祐徳稲荷神社）

写真２ タイ語版もある外国語おみくじ（佐賀祐徳稲荷神社）
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イ語で表記された羊かんなども販売され，タイの観光客にも喜んでもらえるよ

うに，試行錯誤されている18)

（３）『SYAY―私の愛した佐賀』（２０１５年）

佐賀県が舞台のミニドラマ『STAY―私の愛した佐賀』が，LIVE TVで２０１５

年２月１４日よりスタートし，毎週土曜日午後８時に新エピソードが公開され

た。出演は大ヒット映画「アイ・ファイン，サンキュー，ラブ・ユー」のサン

ニー・スワンメーターノン，大人気ドラマ「Hormonesワイワーウン」のカウ・

スパサラー，内田紳一郎，榎田さくらほか。ロケは１月に三瀬村の農家民宿や

同市の嘉瀬川河川敷，武雄市の温泉，唐津市の波戸岬などで２週間に渡り行わ

れた。

ジュック（スパサラー・タナチャート）は，一生に一度は自分の本を出版し

たいという夢を持っていた。そこで日本の食べ物を卒論のテーマにし，本にま

とめようとしていた。最初は親友のエーンと一緒に，日本の佐賀県の農家に

ホームステイをして調査をする予定が，エーンが急なキャンセルをし，ひとり

で行く羽目になった。その農園でジュックはミー（サニー・スワンメータノ

ン）という物静かなタイ人男性と出会った。ミーは３年以上日本に住んでいた。

ミーはジュックの相談役になり，二人はすぐに親しくなった。そして知らず知

らずのうちお互いを想い合う気持ちが芽生えてくる。甘酸っぱく，繊細なラブ

ストーリーであり，家族の絆も描いた。観光地だけでなく，佐賀の日常的な風

景の美しさもとらえた物語となっている19)。

６．おわりに

バンコクのスクムヴィット通りにある大型複合商業施設「Terminal 21」20)にあ

る１階の日本フロアにみられる日本文化の象徴は，一方で，相撲，芸妓，提灯，

富士山など，いわゆる「伝統」であるが，一方で，ファッション，コスプレ，

ゲームなど「現代」の日本の表象が使われている。訪日タイ人観光客の行先に
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関しても，「東京」に代表されるような都会的な景色と雰囲気への憧れとは別

に，心の原風景としての日本の地方の美しさへの志向といった別の関心が広が

りをみせている。こうしたタイ人の志向の広がりと多様化は，バンコクにある

日系旅行社に置いてある旅行パッケージ商品の多極化にも表れている21)。プリ

チャーパンヤーも指摘するように，ドラマや映画などの映像メディアの中に出

てくる日本の原風景と，演じる人気スターたちとの相乗効果は，訪日タイ人の

行先へ少なからず影響を与えているといえるだろう22)。

もちろん，こうした映像メディアによる広告効果だけが，訪日タイ人，特に

佐賀を訪れるタイ人観光客の増加に拍車をかけているわけではない。冒頭に述

べたビザの免除措置に加えて，九州は LCCの航空便が「福岡―バンコク」線

に就航し，タイからの集客の追い風になっている。LCCの搭乗客の６割以上

がタイ人で，女性，家族連れ，若者などが多く見受けられるのも特徴的である。

本稿では，佐賀県を訪れるタイ人観光客が増加していることを述べ，その要

因のひとつとしてドラマや映画などの映像メディアの広告効果の影響が大きい

であろうことを述べてきた。しかし，日本の地方都市を訪れるタイ人観光客の

行先が佐賀だけではないことは，旅行パッケージ商品の多様化・多極化からも

明らかである。この点についての考察は，今後の課題としておきたい。
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